
宇治田原町教育委員会定例会議事概要 

令和６年第１１回 

 

 

日 時   令和６年１１月２６日(火) １４時開会 

場 所   宇治田原町役場 ２階 会議室２０２ 

出席者 

（教育長）           南 亮司 

（教育委員） 

教育長職務代理者     大嶋 良孝 

委員           杉野 三千代 

委員           川崎 文男 

委員           播磨 幸博 

（出席職員職氏名） 

教育次長兼学校教育課長  矢野 里志 

社会教育課長       岡﨑 貴子 

学校教育課課長補佐    杉浦 恒 

（書記職員職氏名） 

学校教育課教育総務係長  星野 聖美 

（傍聴者） 

なし 

 

 

 

 



１ 開会  教育長が第１１回宇治田原町教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 再任委員あいさつ 

 

４ 議事録承認 

 

  令和６年第１０回宇治田原町教育委員会定例会議事録の承認 

 

４ 議事 

 

(1) 付議案件 

 

日程第１ 職務代理者の指名について 

 

（説明）地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第２項に、「教育長に事

故があるとき、又は教育長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員がその職

務を行う。」と規定されている職務代理者について、大嶋委員を指名する。 

（質疑） 

<委員> これは新しい委員が新任・再任に関わらず任期が始まる際、その都度決めていく

という形で良かったか。人が替われば新たに互選をするものではないか。 

<事務局> 委員が替わる都度ではなく、教育長または職務代理者の任期ごとに任命しなお

している。互選ではなく、委員の意見を聞いて教育長が任命する形。 

 

(2) 報告事項 

 

ア 学校教育課所管事項について 

 

・令和６年度１２月補正予算案について 

 

（説明）本日１２月議会の議会運営委員会が開催され、補正予算として中学校体育館空調

設備等整備事業費として９６０万１，０００円計上している。趣旨については冷暖房の

整備及び照明のＬＥＤ化を行うもの。設計支援業務と、設計業務の２件が計上されてお

り、補正が通れば設計支援業務委託を行い、年明けに設計業務委託、令和７年６月に工



事請負費を補正計上し、７月に入札、令和７年度中の完成を見越して事業を進めてい

く。 

（質疑） 

<委員> ２階部分のクラブハウスについてはこの工事に含まれているのか。 

<事務局> クラブハウスは既にエアコンが設置されているため含んでいない。 

 

・宇治田原町教育委員会事務事業点検・評価報告について 

 

（説明）１０月２日に第１回の評価委員会を開催し、報告書の素案について説明した。１

０月３０日の２回目の会議で小中学校の授業も見学いただき、評価委員から意見をいた

だいたうえで、１１月２０日の第３回の会議で評価委員の意見の取りまとめをしていた

だいたところ。今後１２月議会の文教厚生常任委員会に報告し、町のホームページに掲

載して広く周知していく。 

（質疑） 

<委員> 実施要項を読んだところ、「点検及び評価が終了したときは、速やかに当該結果

を委員会に諮るものとする。」とあるので、報告事項であげるよりも付議案件として議決

をした方が良いのではないか。 

<事務局> 委員のおっしゃるとおりなので、次年度以降は付議案件として委員会に諮る形

とする。 

<委員>評価して終わりではなく、評価委員の指摘のあった本町の今後の課題については、

次期の重点目標などに活かしていくよう検討してほしい。 

 

イ 社会教育課所管事項について 

 

・１２月補正予算案について 

 

（説明）住民プールの廃止が決定したことにともない、トレーニングセンターの機能を体

育館に移設集約し、施設利用者の利便性を向上させるとともに、住民プール及びトレー

ニングセンター棟を撤去し駐車場を拡充することとした。そのための設計支援業務を３

８７万６，０００円計上している。今後は支援業務委託の成果物を元に説教業務委託の

費用を来年度６月の補正予算で計上し、工事については令和８年度に行う予定である。 

（質疑） 

<委員> 設計支援業務とはどんなことをするのか。 

<事務局> 本町には建築の専門職がいないため、説教業務を委託するにあたりその元にな

る積算や仕様書の作成を委託するもの。京都府で設置している京都技術サポートセンタ

ーに委託することになる。 



<委員>これから見積をするということだが、金額の根拠は何かあるのか。全ての工事でだ

いたいこれくらいであろうという見込か。 

<事務局>今回補正計上したのはあくまで設計支援のための費用で、これをもって設計業務

にどれくらいの費用が必要になるのかを積算する。それを６月に補正計上し、入札をす

ることになる。今回の補正金額は、金額の積算や仕様書の作成など、設計事務所の選択

をするための事前準備にかかる費用である。 

 

・マラソン大会について 

 

（説明）１２月１５日日曜日に、お茶の里うじたわらマラソンを開催する。１０キロ、５

キロ、２．６キロの３コースを予定しており、役場をスタートして立川区内を中止に走

るコースになっている。参加対象は小学生から成人まで。 

 

５ その他 

 

・なし 

 

６ 閉会  教育長が第１１回教育委員会定例会の閉会を宣言する。 

 


